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関節リウマチ（Rheumatoid arthritis; RA）は、遺伝的素因や環境因子を背景に発症する代表的な自己免

疫性関節炎である。発症早期から、RAの関節内では多様な免疫細胞（例: T細胞・B細胞・単球）や間葉

系細胞（例: 滑膜線維芽細胞）が細胞間接着や液性因子を介して相互に活性化し、免疫-間葉連関が局

所の炎症環境を構成する。近年、欧米を中心に超音波ガイド下針生検により採取した関節滑膜を病理学

的評価や遺伝子発現解析に供することで、RA患者の層別化やリアルタイムな病態把握が試みられてい

る。滑膜を安全かつ効果的に「採る」技術の成熟から、病変局所の病態を「知る」ための解析手法の発展、

そして時代は得られた知見を臨床に「活かす」段階に足を踏み入れつつある。本講演では、本邦の自己

免疫疾患コンソーシアム（Alliance of Japanese Autoimmunity Gene eXpression research; AJAX）に
おける滑膜オミクス解析を活用した難治性病態克服への取り組みについて紹介する。
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関節組織のオミクス解析
～難治性疾患克服への挑戦～

Omics analysis of joint tissues: A challenge to overcome intractable diseases
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